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	(2) 実験２　出穂後の水管理について、平成25年の遮光時期による裂傷率の差は掛流しでは大きな差は認められなかったが、間断灌水では遮光②区で高くなった（表-2）。平成26年では、早期落水で裂傷率が高まる傾向が見られた。また、出穂後の遮光により登熟歩合が低下する傾向であり、登熟後期（遮光区②）で顕著であったが、裂傷率は登熟初中期（遮光区①）で高まる傾向となった（表-3）。このことから、出穂後の遮光による未熟粒の増加および早期落水による登熟停止により裂傷率が高くなったと推察された。
	（担当者　研究開発部 水稲研究室 　家中容子、星　一好P＊ P）
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